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「この本、読んだ？」○○さんに薦す すめたい 1冊の本 
 

 

 

中宮・穂谷図書館の共同企画として 2009 年 1 月、 

“「この本、読んだ？」○○さんに薦めたい 1 冊の本”と題して、 

アンケートを実施しました。ご協力ありがとうございました。 

おかげさまで、今回もたくさんの回答を得ることができました。 

アンケートにより新たに購入した本も含め展示します。 

本との素敵な出会いがありますように…!! 

アンケート実施日: 2009.1.8 ～ 2009.1.31 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            関西外国語大学図書館学術情報センター 

穂 谷 図 書 館 
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文学；海外編 

  

私のオススメ  牛若丸(国際言語学部) 

 

『怒りのぶどう』 ジョン・スタインベック       

≪あなたの○○さん≫ みんな  

≪コメントタイトル≫ 【1930 年代の大丌況】         

1930 年代のアメリカの大丌況を一番よく描いている    

本だと思う。家族のきずなの大切さ、母親のデカさが     

伝わってき、良い本である。                         

≪本との出会い≫ 大学                  

≪この本を表現する言葉≫ 感動,せつない,学び                        原書を読んでみよう！ 

 

＊映画もあり＊ V1152 (2F ｶｳﾝﾀｰにて申込)                   タイトル： 

        監 督 : ジョン・フォード                   The grapes of wrath 

        脚 本 : ナナリー・ジョンソン                    

製作年: 1939 年 アメリカ                   (本文: 英語) 

 

 

 

私のオススメ  匿名希望(国際言語学部) 

 

『レ・ミゼラブル』 ヴィクトル・ユゴー  

≪あなたの○○さん≫ 後輩・新入生 

≪コメントタイトル≫ 【英語の勉強にピッタリ!!】 

英語で何か読みたいなら、この本がお薦めです。                                        ▶本文:英語 

単語を覚えるというよりも、この本を楽しんで                                          原書はﾌﾗﾝｽ語 

読むのがコツです。そうすればきっと、自然と 

話の中に引き込まれていきますよ。                                                          

≪本との出会い≫ 大学 

≪この本を表現する言葉≫ せつない,生き方,                         原書を読んでみよう！ 

信念,大切なもの                           

         

＊映画もあり＊ 資料番号：D34(2F ｶｳﾝﾀｰにて申込)              タイトル： 

監 督 : ジャン・ポール・ル・シャノワ                             Les Misérables 

脚 本 : ジャン・ポール・ル・シャノワ,他 

製作年: 1957 年 フランス/イタリア                 (本文: フランス語) 
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私のオススメ  めぐみ(国際言語学部) 

 

『星の王子さま』 サン=テグジュペリ                 

≪あなたの○○さん≫ みんな 

≪コメントタイトル≫                 

きっとみんな心の中に星の王子さまが 

いると思います。 

≪本との出会い≫ 中学 

≪この本を表現する言葉≫ 感動,涙,勇気,せつない         

愛,豊かな言葉,夢や希望, 

             ▶▶"漫画風"星の王子さま 

本文はﾌﾗﾝｽ語 

                

「星の王子さま」の訳にチャレンジしよう！ 

世界中で愛され続ける星の王子さま。 

誰もが一度は読んだ記憶がありますよね。 

2005 年、日本での著作権が切れたことに伴い、 

新訳ラッシュが続いています。他の翻訳者の本を 

読み比べるのも楽しいですが、自分だけの感性で 

▶▶原書はﾌﾗﾝｽ語                               訳してみるのも面白いですよ★ 

 

 

 

    私のオススメ  匿名希望(国際言語学部)      私のオススメ  Yu～ (国際言語学部) 

 

『きみに読む物語』 ニコラス・スパークス   『青空』 ジョルジュ・バタイユ 

≪あなたの○○さん≫ みんな                       ≪あなたの○○さん≫ みんな 

≪コメントタイトル≫                               ≪コメントタイトル≫ 【尊さ】 

記憶障害の奥さんへの                  大切な人が隣にいることの幸せや、命の尊さ 

 愛情が切ないです。                 がわかる。今、あたり前になっている "生きる 

                                             こと, "笑うこと","大切な人と一緒にいること" 。 

≪本との出会い≫ 高校                               あたり前だけど、あたり前ではないことを分か 

≪この本を表現する言葉≫                    らせてくれる。     

  愛                                                 ≪本との出会い≫ 高校 

                                                     ≪この本を表現する言葉≫ 涙,愛 
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私のオススメ  N(国際言語学部)           私のオススメ  STAR (国際言語学部) 

★推薦者多数あり★ 31 ice cream(国際言語学部) 

 

『青空のむこう』 アレックス・シアラー      『P.S.アイラヴユー』 セシリア・アハーン 

≪あなたの○○さん≫ みんな                          ≪あなたの○○さん≫ 友達 

≪コメントタイトル≫                  ≪コメントタイトル≫  

 【生と死】                                 【大切さに気づく】 

生きていることのありが                              人を想う気持ち、伝えることの大切さ。 

たさを、この本によって                              伝えたいのに伝えられないもどかしさ。 

   教えられました。                                    伝えたいことはその時に言わないと後悔 

                               するだけ！ 

≪本との出会い≫ 記入なし              ≪本との出会い≫ 記入なし                                            

≪この本を表現する言葉≫ 感動,涙,生と死,             ≪この本を表現する言葉≫ せつない,愛 

大切なもの 

 

 

 

私のオススメ  Zacky(国際言語学部)        私のオススメ  匿名希望 (国際言語学部) 

 

『はてしない物語』 ミヒャエル・エンデ     『ちいさなちいさな王様』アクセル・ハッケ 

≪あなたの○○さん≫ 大人                          ≪あなたの○○さん≫ みんな 

≪コメントタイトル≫                             ≪コメントタイトル≫ 

 【本好きにはたまらない。】               王様は生まれた時はﾍﾞｯﾄﾞ 

主人公は小学生ですが、読者と同じように        の上でした。月日が経つ                        

この本を手にとったことから物語がはじまります。    うちに小さくなっていき           

忘れかけていた純粋な気持ちを思い出させてく          ます。小さな王様と僕の、 

れます。                                       ほのぼのとしたお話です。 

                                                      少し感動もあり!!                                                            

≪本との出会い≫ 小学生                             ≪本との出会い≫ 小学生                       

≪この本を表現する言葉≫ 感動,涙,勇気,せつない,       ≪この本を表現する言葉≫ 

こども,異世界,大切なもの                 感動,笑い,愛,可愛い 
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文学；国内編 

     

私のオススメ    ハナ✼ (国際言語学部)  

 

 『ある夜の物語』 星新一 

※「未来イソップ」の中に収録されています 

≪あなたの○○さん≫ 優しい気持ちになりたい人 

≪コメントタイトル≫【クリスマスの願いごと】 

 自分の知らない所で、相手は自分を思いやって 

くれていることに気づかされるお話です。 

ある１人暮らしの青年の元にサンタが来て、 

何でも願いごとを叶えてくれると言いましたが、 

青年は病弱で１人ぼっちの女の子の願いを叶え 

てくれと言い、更にその女の子は他の１人きり 

 の人の元へサンタをやる、「思いやり」のつながり 

を描くお話です。                           シリーズで読破しませんか？ 

  ≪本との出会い≫ 記入なし                    星新一 

≪この本を表現する言葉≫ 勇気,愛,夢や希望,感謝,       ショートショート 

              大切なもの                 セレクション 

                                                    全 15 巻 

                              

  

    私のオススメ  えり(国際言語学部)       私のオススメ  H.K (国際言語学部) 

 

『剣客商売』 池波正太郎         『闇の子供たち』 梁石日 

≪あなたの○○さん≫ みんな                         ≪あなたの○○さん≫ みんな 

≪コメントタイトル≫                ≪コメントタイトル≫ 

時代劇っぽく、でも今の人でも笑えるような本です。  タイを舞台に人身売買、 

あと、食べ物の描写は、この人に勝る人はいないで   幼児売買春というショッキ 

しょう。                                            ングな内容です。 

≪本との出会い≫ 高校                              ≪本との出会い≫ 大学 

≪この本を表現する言葉≫ 伝記                       ≪この本を表現する言葉≫ 

恐怖,時事･社会, 子ども,生と死 

 

▶▶シリーズ全 16 巻 

▶▶番外編もあり！ 
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私のオススメ  らぱん (国際言語学部) 

  

『夜は短し歩けよ乙女』 森見登美彦 

≪あなたの○○さん≫ みんな 

≪コメントタイトル≫ 【裏京都へおこしやす～】 

舞台は京都。しかも結構ローカルな場所がよく出てくる。 

京大らしき大学に通う冴えない先輩が、少し風変わりな 

後輩の女の子に片想い。夜の先斗町で、夏の古本市で、 

学園祭で、先輩は「なるべく彼女の目にとまる作戦」 

略して“ナカメ作戦”の名のもとに可愛らしい黒髪の 

後輩の姿を求める…。主人公 2 人を含め、登場人物 

みんなが丌思議な人間だらけ！きっと面白い人たちに 

出会える裏京都でなら、彼らのような人間に会えるかも。 

作者、森見さんの変わった文章は、想像力が豊かだと 

楽しみやすいかもしれません(^-^) 

≪本との出会い≫ 高校 

≪この本を表現する言葉≫ 笑い,可愛い,豊かな言葉,ナンセンス 

 

      私のオススメ  李伽(国際言語学部)             私のオススメ  ミィ (国際言語学部) 

 

『雪沼とその周辺』 堀江敏之          『西の魔女が死んだ』 梨木香歩 

≪あなたの○○さん≫ 友達              ≪あなたの○○さん≫ 友達 

≪コメントタイトル≫                  ≪コメントタイトル≫ 

【静かで穏やかな時間】                 【素朴】 

           雪沼に住む人たちの優しさや、               自然のキラキラした感

忘れられない思い出を感じて               じの描写が素敵です。

いくうちに、心がすごく穏やか              おばあちゃんの愛を感 

だけど切ない…、何とも言え               じたり、自然の中で生 

ない気持ちになります。雪沼の              きる知恵をつけられた 

周辺に暮らす人たちの話がオム              り、読みながらマイち 

ニバス形式で収録されているの              ゃんと成長できる所が 

           で読みやすいと思います。                             嬉しい本です。  

「スタンスドット」「送り火」がｵｽｽﾒですね。                             

≪本との出会い≫ 高校                 ≪本との出会い≫ 高校 

≪この本を表現する言葉≫ せつない,日常         ≪この本を表現する言葉≫ 愛 
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哲学・歴史・社会科学 

                   自然科学・芸術 

 

私のオススメ  ありさんぼ(穂谷短大) 

 『仮名手本忠臣蔵』 橋本治/文, 岡田嘉夫/絵 

 ≪あなたの○○さん≫ 友達 

 ≪コメントタイトル≫【大石内蔵助に胸キュン♡】 

 もともと忠臣蔵が大好きで、高校の時に歌舞伎にはまり、 

 当時から大好きで、本を読み出したのは大学に入学して 

 からです。’08.12 月からサンケイホールブリーゼで上演 

 されていた「冬の絵空」という舞台も忠臣蔵をモチーフに 

 したストーリーです。大石さんに恋するお軽が何とも切な 

 く胸が痛みます。 

 ≪本との出会い≫ 大学 

 ≪この本を表現する言葉≫ 涙,せつない,愛,生き方・信念 

 

私のオススメ  ともみ(国際言語学部)        私のオススメ  Benjamin (国際言語学部) 

『涙の数だけ大きくなれる！』 木下晴弘      『お金は銀行に預けるな』 勝間和代 

≪あなたの○○さん≫ みんな           ≪あなたの○○さん≫ -----（記入なし） 

  ≪コメントタイトル≫  自分は本当に幸せだなと      ≪コメントタイトル≫お金の消費以外の運用方法 

  思ったし、精一杯頑張ろうと思った。        を教えてくれるため、とても勉強になります。 

≪本との出会い≫ 大学              ≪本との出会い≫ 大学 

≪この本を表現する言葉≫ 感動,涙,生き方・信念   ≪この本を表現する言葉≫ 知・教養 

 

私のオススメ  匿名希望(国際言語学部)        私のオススメ  まい(国際言語学部) 

  『レイコ＠チョート校』 岡崎玲子         『ラブアンドフリー :  

≪あなたの○○さん≫ みんな                        世界の路上に落ちていたことば』 高橋歩 

≪コメントタイトル≫ 【教育の違い】          ★推薦者多数あり★ 阪（国際言語学部) 

日本とｱﾒﾘｶの高校教育の仕方について違いがよく   ≪あなたの○○さん≫ みんな 

分かります。実際にその学校で勉強していた女性    ≪コメントタイトル≫ 旅に出たくなる 1 冊です。 

 の体験談なので、ものすごく面白いし参考になり      世界旅行したい人にオススメ♡♡ 

 ました。                                          ≪本との出会い≫ 中学 

≪本との出会い≫ 大学               ≪この本を表現する言葉≫ 感動,勇気,かわいい 

≪この本を表現する言葉≫ 学び,生き方･信念,大切なもの     夢や希望,大切なもの 

         

私のオススメ  匿名希望(国際言語学部)      ≪コメントタイトル≫ 絶対泣けます。 

    『子ぎつねヘレンがのこしたもの』竹田津実     ≪本との出会い≫ 小学 

  ≪あなたの○○さん≫ みんな                       ≪この本を表現する言葉≫ 感動,涙,愛, 学び 
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私のオススメ  匿名希望(国際言語学部)         私のオススメ  S.M (国際言語学部) 

『21 世紀仏教への旅: ブータン編』 五木寛之    『フィンランド豊かさのメソッド』 堀内都喜子 

≪あなたの○○さん≫ -----（記入なし）             ≪あなたの○○さん≫ みんな 

≪コメントタイトル≫ 五木さんの、ブータンへの      ≪コメントタイトル≫ 【真の豊かさとは？】 

旅を通して私たちにとって大切なものが何か照らす      福祉教育大国として知られる北欧フィンランド。 

光を垣間見たような気がしました。ブータンが宣言      日本が将来見本とすべき制度が整っており、例え 

 する「国民総幸福量(GNH)」という考え方も興味深   ば、国家による無利子・返済丌要の奨学金やホー 

 く感じられました。                 ホームレスへの空き家の優先供給などを、細かく 

≪本との出会い≫ 大学                         紹介している。 

≪この本を表現する言葉≫ 時事・社会,学び,宗教      ≪本との出会い≫ 大学 

生と死,生き方・信念,大切なもの                    ≪この本を表現する言葉≫ 知・教養 

             

私のオススメ  リョウ(国際言語学部)          私のオススメ  リサ (国際言語学部) 

  『小さな国の大きな奇跡』  吉田沙由里             『葉っぱのフレディ :いのちの旅』 ﾚｵ・ﾊﾞｽｶｰﾘｱ 

≪あなたの○○さん≫ みんな             ≪あなたの○○さん≫ みんな 

≪コメントタイトル≫【世界一差別のない国】         ≪コメントタイトル≫ 【人生とは？】 

世界で唯一成功した社会主義国家キューバ。資本        生,死,転生が木の葉の一生を通して語られていて、 

主義で暮らす私たちには想像できない物・事・生        人生について考えてみるいいきっかけなると思い 

 き方が溢れている。                 ます。本の中に登場するﾀﾞﾆｴﾙがすごく素敵です。 

≪本との出会い≫ -----（記入なし）         ≪本との出会い≫ 大学 

≪この本を表現する言葉≫ 豊かな言葉,生き方・信念,大切なもの    ≪この本を表現する言葉≫ 生き方・信念,大切なもの 

 

私のオススメ  Tommy (国際言語学部)         私のオススメ  どぶねずみ (国際言語学部) 

  『14 歳からの仕事道』 玄田有史                  『シュナの旅』  宮崎駿 

≪あなたの○○さん≫ みんな                        ≪あなたの○○さん≫ みんな 

≪コメントタイトル≫「働くってなに？」「働く          ≪コメントタイトル≫ 宮崎駿書き下ろしの絵本。 

ために学生のうちに何が出来るのか？」がすご          ジブリ映画になっていないので、ジブリファンの 

く分かりやすいし、書いていることに納得でき          方に是非読んでほしい。 

る価値のある本。                   ≪本との出会い≫ 中学 

≪本との出会い≫ 高校                   ≪この本を表現する言葉≫ 感動,学び,夢や希望, 

≪この本を表現する言葉≫ 大切なもの        涙,大切なもの 

     

私のオススメ  かわっち(国際言語学部)        ≪あなたの○○さん≫ みんな 

『Phoenix（火の鳥）』  手塚治虫                   ≪コメントタイトル≫ 【ぜひ読んで下さい】 

                                                  生きることについて考えさせられると思います。 

                                   ▶▶英語版     ≪本との出会い≫ 高校 

≪この本を表現する言葉≫ 愛,生と死 


